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﹁
国
文
論
叢
﹂
既
刊
総
目
次

第
九
号

一
九
八
二
年
三
月

復
刊
に
あ
た
っ
て

藤
岡

忠
美

碧
梧
桐
と
自
然
主
義

相
馬

庸
郎

古
今
s
者
時
代
の
私
的
歌
会

徳
原

茂
実

仁
和
寺
和
歌
圏
と
顕
昭
│
覚
性
法
親
王
時
代
に
お
け
る
│

西
村
加
代
子

﹃
発
心
集
﹄
巻
一
・
巻
二
の
主
題
展
開

山
本

一

│
﹃
方
丈
記
﹄
を
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
│

﹃
羽
鳥
千
尋
﹄
に
お
け
る
鷗
外
の
創
意

林

正
子

﹃
国
文
論
叢
﹄
総
目
次
︵
創
刊
号
～
第
八
号
︶

﹃
国
文
神
戸
﹄
総
目
次
︵
創
刊
号
～
第
三
号
︶

﹃
国
文
学
研
究
ノ
ー
ト
﹄
総
目
次
︵
創
刊
号
～
第
十
四
号
︶

編
集
後
記

第
十
号

一
九
八
三
年
三
月

伊
勢
集
序
説
│
伊
勢
日
記
冒
頭
歌
覚
え
書
き
│

藤
岡

忠
美

助
動
詞
﹁
む
﹂
に
原
因
推
量
の
用
法
は
認
め
ら
れ
る
か

鈴
木

義
和

│
上
代
語
に
お
け
る
考
察
│

花
散
里
形
象
の
具
体
化
と
そ
の
意
義

広
瀬

唯
二

│
夕
霧
と
の
か
か
わ
り
を
め
ぐ
っ
て
│

﹃
吉
野
º
﹄
論
│
言
語
的
歩
行
者
の
語
り
と
し
て
│

高
桑

法
子

イ
ロ
ニ
ー
の
終
焉

和
田

博
文

│
﹃
わ
が
ひ
と
に
與
ふ
る
哀
歌
﹄
か
ら
﹃
春
の
い
そ
ぎ
﹄
へ
│

編
集
後
記

第
十
一
号

一
九
八
四
年
三
月

﹃
発
心
集
﹄
説
話
の
貴
族
た
ち
と
長
明

田
中

宗
博

│
公
経
・
統
理
・
顕
基
を
め
ぐ
っ
て
│

範
疇
と
し
て
の
﹁
孝
﹂
│
熊
沢
蕃
山
﹃
孝
経
小
解
﹄
論
│

永
吉

雅
夫

富
士
谷
御
杖
の
初
期
歌
論

常
吉

幸
子

│
刊
本
﹃
歌
道
非
唯
抄
﹄
及
び
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
│

﹁
闇
中
政
治
家
﹂
の
位
相

林
原

純
生

│
明
治
二
十
年
代
の
文
学
に
関
し
て
の
試
論
│

日
本
の
超
国
家
主
義
に
お
け
る
美
学
と
政
治
学

野
口

武
彦

│
三
島
由
紀
夫
と
北
一
輝
を
中
心
に
│

目
次

﹃
国
文
論
叢
﹄
︵
前
号
・
前
々
号
︶

﹃
国
文
学
研
究
ノ
ー
ト
﹄
︵
第
三
号
～
第
十
六
号
︶

編
集
後
記

第
十
二
号

一
九
八
五
年
三
月

金
沢
文
庫
本
﹃
仏
教
説
話
集
﹄
の
説
話

池
上

洵
一
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﹃
弁
乳
母
集
﹄
序
説

片
山

剛

新
出
・
遊
行
寺
本
﹃
讃
岐
典
侍
日
記
﹄
に
つ
い
て

梅
谷

繁
樹

顕
昭
の
古
今
伝
授
と
和
歌
文
書

西
村
加
代
子

万
葉
集
に
お
け
る
ヤ
・
カ
の
上
接
語
句
に
つ
い
て

田
中

敏
生

│
ム
述
語
文
の
ば
あ
い
を
中
心
に
│

自
己
客
観
化
の
過
程

武
田

信
明

│
大
正
末
期
の
牧
野
信
一
の
諸
作
に
つ
い
て
│

編
集
後
記

第
十
三
号

一
九
八
六
年
三
月

夢
告
説
話
と
﹃
法
華
経
﹄

小
林

直
樹

﹃
発
心
集
﹄
の
境
界
離
脱
譚

田
中

宗
博

長
明
の
凡
愚
意
識
と
説
話
採
録
態
度
に
つ
い
て

西
村

健
司

│
﹃
発
心
集
﹄︵

︶・︵

︶
話
を
め
ぐ
っ
て
│

28

32

了
意
に
お
け
る
︿
批
判
﹀
の
特
性
︵
続
︶

常
吉

幸
子

│
﹃
徒
然
草
﹄
及
び
和
歌
等
の
利
用
を
め
ぐ
っ
て
│

接
続
助
詞
﹁
と
﹂
の
用
法
と
意
味

鈴
木

義
和

編
集
後
記

第
十
四
号

一
九
八
七
年
三
月

﹃
平
凡
﹄
│
そ
の
文
体
の
成
立
と
位
置
│

西
村

好
子

﹁
我
等
の
一
団
と
彼
﹂
と
啄
木

若
林

敦

│
作
者
の
位
置
を
手
が
か
り
と
し
て
│

﹃
銀
の
匙
﹄
論
│
︿
想
起
﹀
と
い
う
方
法
│

森
本

隆
子

﹁
父
を
賣
る
子
﹂
前
後
か
ら
﹁
鏡
地
獄
﹂
ま
で

鎌
田

広
己

│
牧
野
信
一
の
初
期
作
品
に
認
め
ら
れ
る
﹁
知
﹂
の
視
点
で
│

﹁
叫
び
﹂
の
終
焉

田
中

敏
生

│
﹃
近
代
能
楽
集
﹄
に
お
け
る
告
白
の
変
貌
│

編
集
後
記

第
十
五
号

一
九
八
八
年
三
月

枕
草
子
日
記
的
章
段
に
お
け
る
表
現
の
一
方
法

中
島
和
歌
子

│
﹁
が
う
な
﹂
の
段
の
﹁
笑
ひ
﹂
を
中
心
に
│

永
井
荷
風
論
│
対
話
体
へ
の
考
察
か
ら
│

真
銅

正
宏

﹃
人
間
失
格
﹄
へ
の
あ
る
視
点
の
試
み

鎌
田

広
己

│
﹃
蜘
蛛
女
の
キ
ス
﹄
と
の
比
較
に
お
い
て
│

﹁
～
ぬ
か
︵
も
︶
﹂
の
表
現
に
つ
い
て

徐

一
平

ノ
ダ
形
式
の
構
造
と
表
現
効
果

𠮷
田

茂
晃

編
集
後
記

第
十
六
号

一
九
八
九
年
三
月

藤
原
清
輔
の
昇
殿
と
応
保
二
年
内
裏
御
会

西
村
加
代
子

﹃
中
外
抄
﹄
試
論

田
中

宗
博

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
推
究

田
中

敏
生

│
徂
徠
注
釈
書
に
お
け
る
﹁
古
語
﹂
の
指
摘
を
め
ぐ
っ
て
│

﹃
走
れ
メ
ロ
ス
﹄
試
論

鎌
田

広
己
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│
主
人
公
の
︿
肉
体
﹀
と
︿
自
意
識
﹀
を
主
題
と
し
て
│

編
集
後
記

第
十
七
号

一
九
九
〇
年
三
月

紫
式
部
と
漢
文
学
│
宇
治
の
大
君
と
︿
婦
人
苦
﹀
│

藤
原

克
己

﹁
宇
治
拾
遺
物
語
﹂
拾
穂
抄

梅
谷

繁
樹

│
連
想
の
契
機
と
言
語
遊
戯
を
め
ぐ
っ
て
│

﹃
土
佐
日
記
燈
﹄
成
稿
本
の
成
立
と
そ
の
事
情

常
吉

幸
子

│
作
業
と
し
て
の
︿
解
釈
﹀
の
意
義
に
つ
い
て
│

二
葉
亭
四
迷
の
文
学
論
と
俳
句
の
間

西
村

好
子

人
称
の
解
体
│
も
う
一
つ
の
第
一
人
称
│

真
銅

正
宏

萩
原
広
道
年
譜
攷

山
崎

勝
昭

編
集
後
記

第
十
八
号

一
九
九
一
年
三
月

枕
草
子
﹁
香
炉
峯
の
雪
﹂
の
段
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て

中
島
和
歌
子

│
中
世
・
近
世
の
説
話
集
を
中
心
に
│

﹃
今
昔
物
語
集
﹄
の
孝
養
譚
攷

文

明
載

│
船
橋
家
本
﹃
孝
子
伝
﹄
の
受
容
を
中
心
に
│

近
代
︿
批
評
﹀
に
お
け
る
漢
文
体
の
位
置

山
本

和
明

│
馬
琴
受
容
を
め
ぐ
っ
て
の
一
試
論
│

昭
和
十
一
年
の
浪
花
節
│
﹃
濹
東
綺
譚
﹄
の
一
側
面
│

真
銅

正
宏

﹃
右
大
臣
実
朝
﹄
論

藤
原

耕
作

萩
原
広
道
の
和
歌

山
崎

勝
昭

﹃
国
文
論
叢
﹄
総
目
次
︵
第
九
号
～
第
十
七
号
︶

編
集
後
記

第
十
九
号

一
九
九
二
年
三
月

﹃
今
昔
物
語
集
﹄
構
想
の
波
紋

文

明
載

│
説
話
集
の
構
想
に
よ
る
説
話
の
変
容
│

夢
の
憂
橋
│
永
代
橋
落
橋
一
件
始
末
│

山
本

和
明

﹁
八
木
立
札
︑
又
は
︽
い
か
が
わ
し
い
︾
者
に
つ
い
て
︒
﹂

山
崎

勝
昭

﹁
山
月
記
﹂
の
位
置
│
︿
こ
の
私
﹀
が
生
き
る
と
は
│

中
森

康
之

現
代
日
本
語
の
時
制
組
織
に
つ
い
て

𠮷
田

茂
晃

直
接
言
語
行
為

張

勤

神
戸
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会
研
究
部
会
規
約

﹃
国
文
論
叢
﹄
投
稿
規
定

︵
以
下
︑
規
約
・
投
稿
規
定
と
略
す
︶

編
集
後
記

第
二
十
号

一
九
九
三
年
三
月

﹁
開
物
学
﹂
の
発
想
に
つ
い
て

浜
田

秀

│
﹃
均
繇
三
十
六
則
﹄
を
中
心
に
│

﹃
志
都
能
石
屋
﹄
考

朴

鍾
祐

│
平
田
国
学
に
お
け
る
﹁
幽
冥
﹂
と
﹁
医
道
﹂
│

﹁
富
の
市
﹂
の
主
題
的
連
続
性
と
変
容

三
品

理
絵
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│
﹃
黒
猫
﹄
か
ら
﹃
誓
之
巻
﹄
へ
│

﹃
幻
影
の
盾
﹄
試
論
│
厭
生
感
情
と
女
性
造
型
│

北
川
扶
生
子

大
国
隆
正
と
萩
原
広
道
│
一
つ
の
但
し
書
き

山
崎

勝
昭

規
約
・
投
稿
規
定

編
集
後
記

第
二
十
一
号

一
九
九
四
年
三
月

享
保
時
代
の
江
戸
俳
壇

和
推
︵
二
世
調
和
︶
の
動
向

松
尾
真
知
子

支
考
俳
論
の
特
質
│
﹁
諷
諫
﹂
と
い
う
滑
稽
釈
義
│

中
森

康
之

綾
足
の
片
歌
理
論
│
そ
の
論
理
に
潜
む
可
能
性
の
探
究
│

川
西

元

村
田
春
海
﹃
歌
が
た
り
﹄
成
立
試
論

田
中

康
二

漱
石
﹃
文
学
論
﹄
へ
の
私
Ø
│
︿
趣
味
﹀
の
分
類
学
│

福
井

慎
二

太
宰
治
﹃
新
ハ
ム
レ
ッ
ト
﹄
と
そ
の
周
辺

藤
原

耕
作

﹃
司
馬
遷
﹄
へ
の
道
程

謝

崇
寧

│
武
田
泰
淳
文
学
の
初
期
に
つ
い
て
│

規
約
・
投
稿
規
定

編
集
後
記

第
二
十
二
号

一
九
九
四
年
九
月

﹁
言
葉
の
幻
惑
﹂
と
﹁
国
家
の
幻
惑
﹂

西
村

好
子

│
﹃
吾
輩
は
猫
で
あ
る
﹄
論
│

漱
石
﹃
文
学
論
﹄
の
科
学
性
に
つ
い
て
の
予
備
的
考
察

福
井

慎
二

﹃
荒
魂
﹄
論

川
西

元

椎
名
麟
三
﹃
美
し
い
女
﹄
論

長
濵

拓
磨

│
戯
曲
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
│

ル
ビ
に
よ
る
西
洋
受
容
│
明
治
期
永
井
荷
風
の
文
体
模
索
│

真
銅

正
宏

規
約
・
投
稿
規
定

編
集
後
記

第
二
十
三
号

一
九
九
五
年
四
月

副
助
詞
﹁
な
ど
﹂
に
つ
い
て
│
と
く
に
﹁
否
定
的
強
調
﹂
﹁
軽
視
・
謙
ü
﹂

の
意
味
を
帯
び
る
場
合
に
つ
い
て
│

加
波
︵
三
宅
︶

尚
子

篤
胤
の
歌
論
と
そ
の
周
辺

朴

鍾
祐

志
賀
重
昻
﹃
日
本
風
景
論
﹄

福
井

慎
二

│
地
理
学
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
│

漱
石
﹃
虞
美
人
草
﹄
論
│
�
と
し
て
の
母
│

北
川
扶
生
子

﹁
自
己
発
見
﹂
の
行
方

謝

崇
寧

│
武
田
泰
淳
﹁
上
海
も
の
﹂
を
中
心
と
し
て
│

百
人
一
首
成
立
試
論

徳
原

茂
実

規
約
・
投
稿
規
定

編
集
後
記

第
二
十
四
号

一
九
九
六
年
五
月

永
積
安
明
先
生
の
御
逝
去
を
悼
む

﹃
和
歌
体
十
種
﹄
を
読
む

山
本

一

渾
淪
へ
の
回
帰
│
徂
徠
﹁
文
﹂
解
釈
の
意
味
す
る
も
の
│

田
中

敏
生
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篤
胤
国
学
に
お
け
る
救
い
の
構
造

朴

鍾
祐

│
﹃
霊
能
真
柱
﹄
の
世
界
観
を
中
心
に
│

言
語
行
為
と
主
観
経
験
│
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
二
側
面
│

張

勤

永
積
安
明
先
生
著
作
年
表
︹
補
遺
︺

規
約
・
投
稿
規
定

編
集
後
記

第
二
十
五
号

一
九
九
七
年
三
月

﹃
奥
義
抄
﹄
に
見
ら
れ
る
﹃
万
葉
集
﹄
歌

�
田

耕
一

│
そ
の
独
自
本
文
に
つ
い
て
│

﹃
今
昔
物
語
集
﹄
天
竺
部
考
│
本
生
譚
の
特
質
を
中
心
に
│

金

泰
光

﹁
悪
行
﹂
�
の
世
界

横
田

隆
志

│
﹃
今
昔
物
語
集
﹄
巻
二
十
九
の
た
め
に
│

村
田
春
海
の
和
文
体

田
中

康
二

│
﹁
堂
楼
亭
閣
の
記
﹂
に
お
け
る
漢
文
的
趣
向
を
め
ぐ
っ
て
│

澁
澤
龍
彥
﹃
高
丘
親
王
航
海
記
﹄
論

小
谷
口

綾

│
迷
宮
の
楽
し
み
方
︑
あ
る
い
は
探
し
求
め
る
人
に
つ
い
て
│

規
約
・
投
稿
規
定

編
集
後
記

第
二
十
六
号

一
九
九
八
年
三
月

﹃
三
宝
絵
﹄
上
巻
の
配
列
構
成

金

泰
光

│
菩
0
の
修
行
階
位
の
説
話
的
反
映
│

新
出
本
﹃
奥
の
細
道
﹄
の
性
格

中
森

康
之

│
底
本
修
正
問
題
を
め
ぐ
っ
て
曽
良
本
へ
│

﹃
織
錦
斎
随
筆
﹄
成
立
試
論

田
中

康
二

幸
田
露
伴
﹁
蒲
生
氏
郷
﹂
論

川
西

元

事
態
選
択
形
式
に
関
す
る
一
考
察

曺

美
庚

│
﹁
ル
ほ
う
が
い
い
﹂
と
﹁
タ
ほ
う
が
い
い
﹂
│

規
約
・
投
稿
規
定

編
集
後
記

第
二
十
七
号

一
九
九
九
年
三
月

追
悼

猪
野
謙
二
先
生

﹃
金
沢
文
庫
本
仏
教
説
話
集
﹄
の
無
言
太
子
譚
に
つ
い
て
の
一
考
察金

泰
光

﹃
今
昔
物
語
集
﹄
に
お
け
る
情
愛
・
性

横
田

隆
志

齋
藤
緑
雨
と
文
士
保
護
問
題

天
野

勝
重

猪
野
謙
二
先
生
追
悼
小
特
集

猪
野
謙
二
先
生
追
慕

相
馬

庸
郎

│
﹃
僕
に
と
っ
て
の
同
時
代
文
学
﹄
を
中
心
に
│

一
九
九
七
年
・
最
後
の
年
と
神
戸
回
想

島
本

昌
一

猪
野
謙
二
先
生
著
作
目
録
︵
続
な
ら
び
に
補
遺
︶

猪
野
謙
二
先
生
遺
稿

近
代
日
本
の
明
暗
│
諭
吉
と
漱
石
│

複
合
名
詞
の
音
韻
構
造
：
神
戸
方
言
の
場
合

藤
原
多
賀
子

規
約
・
投
稿
規
定
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編
集
後
記

第
二
十
八
号

一
九
九
九
年
三
月

尊
子
内
親
王
と
﹃
三
宝
絵
﹄
序
説

横
田

隆
志

﹃
有
明
の
別
れ
﹄
の
女
君

若
林

薫

│
物
語
の
主
題
と
方
法
を
め
ぐ
っ
て
│

﹃
太
平
記
﹄
に
お
け
る
佐
々
木
道
誉
像

奥

智
鶴

﹃
江
戸
職
人
歌
合
﹄
考

石
原

隆
好

規
約
・
投
稿
規
定

編
集
後
記

第
二
十
九
号

二
〇
〇
〇
年
三
月

浮
舟
物
語
と
初
瀬
の
観
音
霊
験
譚

若
林

薫

﹃
時
秋
物
語
﹄
生
成
過
程
考

内
田

澪
子

│
類
似
説
話
の
検
討
を
通
し
て
│

﹃
浮
城
物
語
﹄
の
国
家
意
識

表

世
晩

│
西
南
戦
争
と
上
井
清
太
郎
の
﹁
常
情
﹂
を
中
心
に
│

広
津
柳
浪
﹃
今
戸
心
中
﹄
試
論
│
女
主
人
公
の
孤
立
│

全

美
星

反
・
学
校
小
説
﹃
坊
っ
ち
や
ん
﹄

西
村

好
子

規
約
・
投
稿
規
定

編
集
後
記

第
三
十
号

二
〇
〇
一
年
三
月

池
上
洵
一
先
生
退
官
記
念

池
上
先
生
の
御
退
官
に
あ
た
っ
て

林
原

純
生

池
上
洵
一
先
生
略
歴
・
著
書
目
録

﹁
私
の
説
話
・
伝
承
研
究
史
﹂

池
上

洵
一

│
神
戸
大
学
文
学
部
最
終
講
義
│

一
向
一
揆
と
文
学
・
序
論

t
口

大
祐

│
あ
る
対
抗
的
﹁
語
り
﹂
に
つ
い
て
の
覚
書
│

﹃
源
氏
物
語
﹄
か
ら
﹃
山
路
の
露
﹄
へ
の
階
梯

若
林

薫

│
女
君
の
道
心
と
恩
愛
│

明
治
二
十
年
代
の
﹁
南
進
論
﹂
を
越
え
て

表

世
晩

│
矢
野
龍
渓
﹃
浮
城
物
語
﹄
の
国
際
感
覚
│

広
津
柳
浪
﹁
河
内
屋
﹂
論
│
﹁
重
ね
妻
﹂
と
い
う
認
識
│

全

美
星

中
里
介
山
﹃
大
菩
0
峠
﹄
試
論

大
村

治
代

│
﹁
甲
源
一
刀
流
の
巻
﹂
成
立
に
関
す
る
考
察
│

﹃
国
文
論
叢
﹄
既
刊
総
目
次

編
集
後
記

第
三
十
一
号

二
〇
〇
一
年
十
二
月

野
口
武
彦
先
生
退
官
記
念

野
口
武
彦
先
生
の
御
退
官
に
あ
た
っ
て

林
原

純
生

野
口
武
彦
先
生
略
歴
・
著
書
目
録

﹁
一
八
六
八
年
・
神
戸
﹂
│
神
戸
大
学
文
学
部
最
終
講
義
│

野
口

武
彦
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﹃
契
沖
法
師
富
士
百
首
﹄
序
文
攷

田
中

康
二

﹁
春
情
﹂
の
目
覚
め

木
越

俊
介

│
﹃
桟
道
物
語
﹄
か
ら
﹃
環
草
紙
﹄
へ
│

幸
田
露
伴
﹃
一
国
の
首
都
﹄
試
論

天
野

勝
重

│
﹁
奠
都
三
十
年
祝
賀
会
﹂
と
の
関
連
を
中
心
に
│

﹁
事
実
﹂
の
時
代

相
馬

庸
郎

│
明
治
三
︑
四
十
年
代
別
見
│

︿
資
料
紹
介
﹀
柴
五
郎
の
投
書

林
原

純
生

第
三
十
二
号

二
〇
〇
二
年
八
月

特
集

ア
ジ
ア
の
中
の
﹁
国
文
学
﹂

寂
し
い
近
代
│
﹁
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
﹂
論
│

西
村

好
子

李

相
協
﹃
海
王
星
﹄
論

全

美
星

│
黒
岩
涙
香
﹃
史
外
史
伝

巌
窟
王
﹄
と
の
比
較
を
通
し
て
│

︿
報
告
﹀

ア
ジ
ア
に
お
け
る
︿
国
文
学
﹀

楊

錦
昌

│
台
湾
の
︿
日
本
文
学
研
究
﹀
の
一
端
│

︿
コ
ラ
ム
﹀

陶
然
︑
そ
し
て
呆
然
│
タ
イ
で
考
え
た
こ
と
│

池
上

洵
一

︿
国
文
学
者
﹀
と
青
年
模
範
文

林
原

純
生

ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
文
学

N
a
n
c
h
a
y
a
M
a
h
a
k
h
a
n

│
曖
昧
な
﹁
国
文
学
﹂
と
い
う
言
葉
か
ら
見
ら
れ
る
世
界
観
│

︿
翻
刻
﹀

内
閣
文
庫
本
﹃
長
谷
寺
蜜
奏
記
﹄
│
翻
刻
と
解
説
│

内
田

澪
子

第
三
十
三
号

二
〇
〇
三
年
三
月

い
わ
ゆ
る
﹁
上
代
特
殊
語
法
の
ズ
ハ
﹂
の
解
釈

鈴
木

義
和

│
推
量
型
︑
勧
誘
・
意
志
型
の
場
合
│

後
三
条
天
皇
と
護
持
僧
・
成
尊

奥
田

静
代

│
後
三
条
天
皇
即
位
譚
を
め
ぐ
っ
て
│

内
田
魯
庵
の
歴
史
認
識
と
文
学
観

崔

範
洵

│
﹁
現
代
文
学
﹂
に
お
け
る
﹁
政
府
﹂
と
﹁
民
間
﹂
の
構
図
を
中
心
に
│

第
三
十
四
号

二
〇
〇
四
年
三
月

特
集

歴
史
と
文
学

字
余
り
の
史
的
研
究
│
宣
長
及
び
そ
れ
以
前
を
中
心
に
│

毛
利

正
守

﹃
霊
異
記
﹄
の
描
く
長
屋
王

寺
川
眞
知
夫

光
源
氏
の
須
磨
退
去
の
罪
は
何
か

日
向

一
雅

│
除
名
説
・
左
遷
説
の
再
検
討
│

﹃
源
氏
物
語
﹄
朱
雀
朝
前
期
の
政
治
状
況
に
つ
い
て

村
口

進
介

﹃
無
名
草
子
﹄
と
歴
史
物
語

高
橋

亨

小
考

歴
史
か
ら
文
学
へ
の
一
階
梯

中
村

康
夫

﹃
大
鏡
﹄
と
﹃
栄
花
物
語
﹄
続
編

福
長

進

﹃
殿
暦
﹄
か
ら
見
る
藤
原
忠
実
の
愛
染
王
信
仰

奥
田

静
代

平
重
盛
の
四
天
王
寺
万
灯
会
に
つ
い
て

高
橋

昌
明

映
画
﹃
も
の
の
け
姫
﹄
分
析

市
沢

哲

│
歴
史
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
歴
史
学
は
ど
う
関
わ
る
か
│

︿
開
か
れ
た
文
学
﹀︿
換
喩
的
文
学
﹀
と
し
て
の
﹃
平
家
物
語
﹄
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│
﹁
額
打
論
﹂
を
中
心
に
│

美
濃
部
重
克

第
三
十
五
号

二
〇
〇
四
年
三
月

後
朱
雀
天
皇
の
乳
母
達

陳

斐
寧

小
栗
風
葉
﹃
青
春
﹄
試
論
│
肉
欲
の
行
方
を
中
心
に
│

武
藤

史
子

内
田
魯
庵
の
翻
訳
と
日
清
戦
争

崔

範
洵

第
三
十
六
号

二
〇
〇
六
年
七
月

特
集

長
谷
寺
研
究

長
谷
寺
対
外
霊
験
譚
の
構
造

池
上

洵
一

│
長
谷
寺
﹁
唐
朝
馬
頭
夫
人
﹂
説
話
と
勝
尾
寺
﹁
百
済
国
王
后
﹂
説
話
│

﹃
長
谷
寺
験
記
﹄
成
立
年
代
の
再
検
討

藤
巻

和
宏

│
長
谷
寺
炎
上
と
﹁
行
仁
上
人
記
﹂
│

﹃
長
谷
寺
験
記
﹄
の
編
纂
過
程
に
関
す
る
一
考
察

奥
田

静
代

﹃
長
谷
寺
験
記
﹄
の
年
代
注
記

奥

智
鶴

中
世
長
谷
寺
史
の
再
構
築

上
島

亨

作
品
紹
介

木
造
十
一
面
観
音
立
像
︵
長
谷
寺
式
︶

寺
島

典
人

重
要
文
化
財

木
造
地
蔵
菩
0
立
像

像
内
納
入
品
の
う
ち

奈
良
市
・

伝
香
寺
蔵

長
谷
寺
本
・
伝
遊
行
三
十
七
代
託
資
上
人
筆
﹃
長
谷
寺
縁
起
文
﹄

│
翻
刻
と
解
説
│

横
田

隆
志

禁
裏
旧
蔵
の
﹃
長
谷
寺
密
奏
記
﹄

内
田

澪
子

│
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
﹃
十
一
面
観
音
縁
起
﹄
紹
介
・
翻
刻
│

﹃
諸
嗣
宗
脈
紀
﹄
抄
│
法
相
宗
部
│

宇
都
宮
啓
吾

中
世
長
谷
寺
キ
ー
ワ
ー
ド
小
辞
典

横
田
隆
志

他

第
三
十
七
号

二
〇
〇
七
年
三
月

阿
伝
偽
供

林
原

純
生

│
明
治
十
年
前
後
の
﹁
告
白
﹂
を
め
ぐ
る
文
学
と
法
の
関
係
に
つ
い
て
│

謡
曲
︿
井
筒
﹀
の
表
現
世
界
│
背
景
と
し
て
の
﹁
石
上
﹂
│

原
田

寛
子

糟
谷
か
ら
読
む
﹃
太
平
記
﹄

奥

智
鶴

﹃
御
湯
殿
上
日
記
﹄
の
基
礎
的
研
究

北
上

真
生

│
執
筆
方
法
・
執
筆
者
に
つ
い
て
│

安
岡
章
太
郎
の
戦
争
表
現

金
岡

直
子

│
﹁
戦
下
﹂
の
日
常
に
着
目
し
て
│

山
田
風
太
郎
﹃
天
衣
無
縫
﹄
試
論

佐
藤

淳

│
﹁
前
期
明
治
も
の
﹂
に
関
す
る
考
察
│

第
三
十
八
号

二
〇
〇
七
年
七
月

特
集

明
治
初
期
の
翻
訳
・
翻
案
文
学
│
も
う
一
つ
の
近
代
文
学
の
源
│

円
朝
﹃
怪
談
牡
丹
燈
籠
﹄
と
演
劇

出
口

逸
平

漱
石
と
オ
カ
ル
ト

西
村

好
子

│
初
期
翻
訳
﹁
催
眠
術
﹂
︵
E
rn
e
st
H
a
rt,
M
.D
.︶
を
巡
っ
て
│

姦
通
の
美
文

福
井

慎
二

│
漱
石
﹃
薤
露
行
﹄
と
テ
ニ
ス
ン
・
マ
ロ
リ
ー
│

江
戸
と
ロ
ン
ド
ン
の
あ
い
だ

北
川

扶
生
子
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│
夏
目
漱
石
﹃
文
学
評
論
﹄
に
お
け
る
ア
デ
ィ
ソ
ン
︑
ス
テ
ィ
ー
ル
論
│

﹃
新
体
詩
抄
﹄
か
ら
﹁
新
体
詩
見
本
﹂
へ

天
野

勝
重

│
日
清
戦
中
文
学
の
一
視
点
│

翻
案
作
家
と
し
て
の
長
谷
川
天
渓

三
品

理
絵

│
﹁
鏡
世
界
﹂
と
﹁
人
魚
﹂
│

荷
風
初
期
の
翻
訳
ま
た
は
翻
案

真
銅

正
宏

│
ゾ
ラ
イ
ズ
ム
移
入
の
実
態
│

︿
批
評
﹀
と
︿
革
命
﹀
と
し
て
の
翻
訳
文
学

林

正
子

│
石
川
淳
﹃
森
鷗
外
﹄
に
お
け
る
︿
精
神
の
運
動
﹀
の
軌
跡
│

若
松
賤
子
訳
﹁
セ
イ
ラ
︑
ク
ル
ー
の
話
︒﹂
に
み
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー目

黒

強

第
三
十
九
号

二
〇
〇
七
年
十
二
月

西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
﹁
躬
恒
集
﹂
の
漢
詩
を
巡
っ
て

丹
羽

博
之

秘
琴
伝
授
と
あ
て
宮
の
視
座

江
戸

英
雄

│
﹃
う
つ
ほ
物
語
﹄﹁
国
譲
﹂
巻
の
表
現
形
成
│

宣
旨
の
娘
と
光
源
氏

陳

斐
寧

│
歴
史
上
に
お
け
る
宮
内
)
補
任
を
手
掛
か
り
に
│

資
料
紹
介

神
戸
大
学
附
属
人
文
科
学
図
書
館
蔵
﹃
名
廣
澤
邊
萍
﹄
初
・

二
・
三
編
翻
刻

佐
藤

淳

第
四
十
号

二
〇
〇
八
年
三
月

平
安
文
学
に
お
け
る
渡
殿
の
役
割

水
田

ひ
ろ
み

│
恋
愛
発
生
の
場
と
し
て
│

︿
あ
は
れ
﹀
の
自
己
希
求
表
現

石
山

貴
裕

│
﹃
源
氏
物
語
﹄
柏
木
巻
を
軸
と
し
て
│

近
世
期
に
お
け
る
女
房
日
記
の
視
点
と
方
法

北
上

真
生

│
長
橋
局
に
よ
る
記
録
を
中
心
に
し
て
│

京
文
舎
文
京
﹃
名
広
沢
辺
萍
﹄
試
論

佐
藤

淳

│
発
禁
処
分
を
め
ぐ
っ
て
│

澁
澤
龍
彥
﹃
高
丘
親
王
航
海
記
﹄
の
夢

浦
野

剛
司

第
四
十
一
号

二
〇
〇
九
年
三
月

芍
薬
亭
長
根
﹃
坂
東
奇
聞
濡
衣
双
紙
﹄
考

天
野

聡
一

│
﹃
通
俗
金
翹
伝
﹄
の
利
用
法
を
中
心
に
│

﹃
相
州
奇
談

真
土
迺
月
畳
之
松
蔭
﹄
試
論

松
原

真

│
近
代
日
本
出
発
期
の
一
側
面
│

明
治
民
法
と
民
法
小
説

林
原

純
生

│
明
治
民
法
と
文
学
に
つ
い
て
の
覚
書
│

李
�
成
文
学
に
お
け
る
﹁
サ
ハ
リ
ン
﹂

梁

明
心

│
﹃
ま
た
ふ
た
た
び
の
道
﹄
か
ら
﹃
百
年
の
旅
人
た
ち
﹄
へ
│

受
影
受
動
文
の
事
象
構
造
と
イ
メ
ー
ジ
ス
キ
ー
マ

住
田

哲
郎

第
四
十
二
号

二
〇
一
〇
年
三
月

パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
の
正
義
漢

福
井

慎
二

│
﹃
坊
っ
ち
や
ん
﹄
を
め
ぐ
る
漱
石
と
ホ
ト
ト
ギ
ス
派
の
写
生
文
の
抗
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争
│

国
策
と
文
学
者
│
太
宰
治
﹁
水
仙
﹂
試
論
│

勝
田

真
由
子

澁
澤
龍
彥
と
政
治
│
敗
戦
直
後
の
活
動
︑
六
〇
年
安
保
│

浦
野

剛
司

複
合
接
続
詞

多
田

知
子

│
文
の
文
頭
部
分
の
階
層
性
│

上
代
漢
字
文
献
に
お
け
る
﹁
矣
﹂
の
用
法

李

瑩
瑩

第
四
十
三
号

二
〇
一
〇
年
十
二
月

特
集

国
際
関
係
の
中
の
日
本
語
研
究

平
家
物
語
諸
本
と
中
世
語

山
本

真
吾

│
延
慶
本
の
言
語
年
代
を
め
ぐ
っ
て
│

表
記
史
的
現
象
と
し
て
の
表
記
習
慣

矢
田

勉

│
東
大
寺
文
書
の
﹁
着
到
﹂
を
例
と
し
て
│

日
本
語
と
韓
国
語
の
条
件
文
の
対
照
研
究

鈴
木
義
和
・
孫
哲

日
本
語
と
モ
ン
ゴ
ル
語
の
補
助
動
詞
の
対
照
研
究

巴

徳

瑪

│
﹁
～
て
お
く
﹂
と
﹁
ta
lb
iq
u
︵
お
く
︶﹂
に
つ
い
て
の
一
考
察
│

日
本
語
願
望
表
現
の
用
法
再
考

米
澤

優

│
小
説
の
中
国
語
訳
を
手
が
か
り
に
│

幕
末
期
に
お
け
る
外
国
地
名
受
容
法
の
揺
れ
に
つ
い
て

横
田
き
よ
子

│
柳
河
春
三
を
例
と
し
て
│

国
立
国
語
研
究
所
設
置
を
め
ぐ
る
二
︑
三
の
こ
と
ど
も

安
田

敏
朗

﹁
音
節
﹂・﹁
モ
ー
ラ
﹂
と
﹃
字
余
り
﹄

宮
澤

俊
雅

第
四
十
四
号

二
〇
一
一
年
三
月

﹃
義
経
記
﹄
の
義
経
主
従

藪
本

勝
治

宮
崎
夢
柳
﹁
憂
き
世
の
涕
涙
﹂
の
成
立

林
原

純
生

│
原
本
﹃
T
h
e
G
e
n
tle
S
a
v
a
g
e
﹄
と
の
比
較
対
照
か
ら
│

﹃
自
由
艶
舌
女
文
章
﹄
論

中
山

兼
作

│
政
治
小
説
に
込
め
ら
れ
た
政
治
的
意
図
│

自
然
主
義
と
道
徳

木
村

洋

│
正
宗
白
鳥
の
初
期
作
品
を
め
ぐ
っ
て
│

澁
澤
龍
彥
と
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム

浦
野

剛
司

第
四
十
五
号

二
〇
一
二
年
三
月

芭
蕉
の
発
句
﹁
い
ざ
よ
ひ
の
い
づ
れ
か
今
朝
に
残
る
菊
﹂
に
お
け
る
﹁
十
日

菊
﹂
考

黄

佳
慧

心
学
書
に
描
か
れ
た
怪
異

門
脇

大

│
心
か
ら
生
ま
れ
る
怪
異
を
め
ぐ
っ
て
│

魯
文
︑
社
長
を
辞
す
│
明
治
一
五
年
の
文
壇
│

松
原

真

澁
澤
龍
彥
﹃
高
丘
親
王
航
海
記
﹄
の
ユ
ー
ト
ピ
ア

浦
野

剛
司

万
葉
歌
に
お
け
る
﹁
也
﹂
字
の
用
法
に
つ
い
て

李

瑩
瑩

日
本
語
と
モ
ン
ゴ
ル
語
の
補
助
動
詞
の
対
照
研
究

巴

徳

瑪

│
﹁
～
て
く
る
﹂
と
﹁
ire
k
ü
﹂
に
つ
い
て
の
一
考
察
│
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第
四
十
六
号

二
〇
一
三
年
三
月

﹃
黒
白
染
分
韁
﹄
と
相
馬
事
件

魯

惠
英

満
州
国
に
お
け
る
恋
愛
と
建
国

魏

舒
林

│
長
谷
川
濬
﹁
烏
爾
順
河
﹂
を
め
ぐ
っ
て
│

中
国
人
日
本
語
学
習
者
の
会
話
に
お
け
る
終
助
詞
に
対
す
る
母
語
話
者
評
価

木
曽
美
耶
子

申
し
出
表
現
の
形
式

楊

吟

│
日
本
語
・
中
国
語
・
英
語
・
韓
国
語
の
対
照
研
究
│

第
四
十
七
号

二
〇
一
三
年
九
月

特
集

林
原
純
生
先
生
御
退
職
記
念

林
原
先
生
の
ご
退
職
に
あ
た
っ
て

鈴
木

義
和

林
原
純
生
先
生

略
歴
・
著
述
目
録

宮
崎
夢
柳
訳
﹃
佛
國
史
談

義
勇
兵
﹄
に
つ
い
て

林
原

純
生

│
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
翻
訳
│

時
事
文
学
の
政
治
小
説
化

松
原

真

│
中
島
市
平
編
﹃
民
権
泰
斗

板
垣
君
近
世
紀
聞
﹄
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
│

明
治
二
〇
年
代
に
お
け
る
﹁
大
家
﹂
登
場
の
意
味

天
野

勝
重

黒
岩
涙
香
の
翻
案
方
法

全

美
星

│
ボ
ア
ゴ
ベ
﹃
鉄
仮
面
﹄
か
ら
﹃
正
史
実
歴

鉄
仮
面
﹄
へ
の
変
容
│

永
井
荷
風
﹃
地
獄
の
花
﹄
に
み
る
社
会
的
要
素
と
し
て
の
︿
家
庭
﹀

武
藤

史
子

写
生
文
か
ら
の
脱
却

福
井

慎
二

│
﹁
二
百
十
日
﹂・
﹁
野
分
﹂
に
お
け
る
漱
石
の
逆
説
的
試
み
│

政
治
の
失
墜
と
自
然
主
義
│
一
九
〇
八
年
前
後
の
文
壇
│

木
村

洋

自
然
主
義
隆
盛
下
の
泉
鏡
花

安
藤

香
苗

│
幻
想
の
︿
技
法
﹀
構
築
に
つ
い
て
│

異
郷
に
響
く
歌
│
日
系
ア
メ
リ
カ
移
民
が
見
た
︿
日
本
﹀
│

北
川
扶
生
子

田
村
俊
子
﹁
魔
﹂
論

高
田

晴
美

太
宰
治
﹃
新
釈
諸
国
噺
﹄
論

藤
原

耕
作

価
値
の
顚
倒
│
石
原
慎
太
郎
﹁
太
陽
の
季
節
﹂
│

金
岡

直
子

遠
藤
周
作
初
期
作
品
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル

長
濵

拓
磨

│
﹁
手
記
﹂
を
め
ぐ
っ
て
│

澁
澤
龍
彥
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

浦
野

剛
司

山
田
風
太
郎
﹃
幻
燈
4
馬
車
﹄
試
論

佐
藤

淳

第
四
十
八
号

二
〇
一
四
年
三
月

漢
音
声
調
に
お
け
る
上
声
・
去
声
間
の
声
調
変
化

石
山

裕
慈

│
日
本
漢
文
の
場
合
│

﹃
大
鏡
﹄
の
道
長
造
型
│
﹁
才
﹂
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
│

中
瀬

将
志

明
治
前
期
の
出
版
物
に
お
け
る
平
仮
名
字
体
の
使
用
傾
向
に
つ
い
て

ダ
ニ
エ
ル
・
小
林
ベ
タ
ー

文
接
続
の
接
続
表
現
の
分
類
に
つ
い
て

鈴
木

義
和

第
四
十
九
号

二
〇
一
五
年
三
月

読
書
と
し
て
の
戦
争
体
験

梶
尾

文
武
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│
井
上
光
晴
﹁
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
戦
詩
集
﹂
と
戦
中
派
の
思
想
│

﹃
源
平
盛
衰
記
﹄
に
お
け
る
建
礼
門
院
と
四
季

𠮷
田

后
希

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
国
語
教
育
の
現
状
と
課
題
﹂

西
村
好
子
・
藪
本
勝
治
・
石
堂
有
紀
・
川
端
優
樹
・
石
山
貴
裕

第
五
十
号

二
〇
一
六
年
三
月

後
宮
の
細
殿
│
そ
の
特
質
と
役
割
を
め
ぐ
っ
て
│

天
野
ひ
ろ
み

﹃
義
経
記
﹄
と
山
科
に
関
す
る
一
考
察

斉
賀

万
智

│
山
科
家
と
い
う
視
点
か
ら
│

大
学
生
会
話
に
お
け
る
ス
ピ
ー
チ
レ
ベ
ル

賈

璐

│
発
話
機
能
と
い
う
枠
組
み
か
ら
│

発
話
ス
タ
イ
ル
の
パ
タ
ー
ン
に
見
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
の
考
察

住
田

哲
郎

│
韓
国
語
翻
訳
と
の
比
較
か
ら
│
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﹁
国
文
論
叢
﹂
既
刊
総
目
次

執
筆
者
索
引

あ
行

�
田

耕
一

25

天
野

勝
重

27
31
38
47

天
野

聡
一

41

安
藤

香
苗

47

池
上

洵
一

12
30
32
36

石
堂

有
紀

49

石
原

隆
好

28

石
山

貴
裕

40
49

石
山

裕
慈

48

市
沢

哲

34

上
島

亨

36

内
田

澪
子

29
32
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宇
都
宮
啓
吾

36

梅
谷

繁
樹

12
17

浦
野

剛
司

40
42
44
45
47

江
戸

英
雄

39

大
村

治
代

30

奥
田

静
代

33
34
36

奥

智
鶴

28
36
37

か
行

梶
尾

文
武

49

片
山

剛

12

勝
田
真
由
子

42

門
脇

大

45

金
岡

直
子

37
47

加
波
︵
三
宅
︶

尚
子

23

鎌
田

広
己

14
15
16

賈

璐

50

川
西

元

21
22
26

川
端

優
樹

49

木
越

俊
介

31

魏

舒
林

46

木
曽
美
耶
子

46

北
上

真
生

37
40

北
川
扶
生
子

20
23
38
47

木
村

洋

44
47

金

泰
光

25
26
27

小
林

直
樹

13

小
谷
口

綾

25

さ
行

斉
賀

万
智

50

佐
藤

淳

37
39
40
47

島
本

晶
一

27

謝

崇
寧

21
23

徐

一
平

15

全

美
星

29
30
32
47

真
銅

正
宏

15
17
18
22
38

鈴
木

義
和

10
13
33
43
47
48

住
田

哲
郎

41
50

相
馬

庸
郎

9
27
31

曺

美
庚

26

孫

哲

43

た
行

高
桑

法
子

10

高
田

晴
美

47

高
橋

亨

34

高
橋

昌
明

34

武
田

信
明

12

多
田

知
子

42

田
中

康
二

21
25
26
31

田
中

敏
生

12
14
16
24

田
中

宗
博

11
13
16

ダ
ニ
エ
ル
・
小
林
ベ
タ
ー

48

崔

範
洵

33
35
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張

勤

19
24

陳

斐
寧

35
39

常
吉

幸
子

11
13
17

出
口

逸
平

38

寺
川
眞
知
夫

34

寺
島

典
人

36

徳
原

茂
実

9
23

な
行

中
島
和
歌
子

15
18

中
瀬

将
志

48

中
村

康
夫

34

中
森

康
之
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21
26

中
山

兼
作

44

長
濵

拓
磨

22
47

永
吉

雅
夫
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N
a
n
c
h
a
y
a
M
a
h
a
k
h
a
n
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西
村
加
代
子

9
12
16

西
村

健
司

13

西
村

好
子

14
17
22
29
32
38
49

丹
羽

博
之

39

野
口

武
彦

11
31

魯

惠
英

46

は
行

朴

鍾
祐

20
23
24

巴

徳

瑪

43
45

浜
田

秀

20

林

正
子

9
38

原
田

寛
子

37

t
口

大
祐

30

日
向

一
雅

34

表

世
晩

29
30

広
瀬

唯
二

10

黄

佳
慧

45

福
井

慎
二

21
22
23
38
42
47

福
長

進

34

藤
岡

忠
美

9
10

藤
原

克
己

17

藤
原

耕
作

18
21
47

藤
原
多
賀
子

27

藤
巻

和
宏

36

文

明
載

18
19

ま
行

松
尾
真
知
子

21

松
原

真

41
45
47

三
品

理
絵

20
38

水
田
︵
天
野
︶
ひ
ろ
み

40
50

美
濃
部
重
克

34

宮
澤

俊
雅

43

武
藤

史
子

35
47

村
口

進
介

34

目
黒

強

38

毛
利

正
守

34

森
本

隆
子

14

や
行

安
田

敏
朗

43

矢
田

勉
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藪
本

勝
治

44
49

山
崎

勝
昭

17
18
19
20

山
本

和
明

18
19

山
本

真
吾

43

山
本

一

9
24

梁

明
心

41

楊

錦
昌

32

楊

吟

46

横
田
き
よ
子

43

横
田

隆
志

25
27
28
36

𠮷
田

茂
晃

15
19

𠮷
田

后
希

49

米
澤

優

43

ら
・
わ
行

李

瑩
瑩

42
45

林
原

純
生

11
30
31
32
37
41
44
47

若
林

敦

14

若
林

薫

28
29
30

和
田

博
文

10


